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Abstract  

The authors discuss the methodology to investigate 
how to invoke mindfulness and to enhance human 
motivation as an outcome of mindfulness about 
individual life/career direction. The first author tries to 
combine empirical motivation training method 
developed and delivered by other authors to 
computational and embodied cognitive architecture 
research strategy. As a future problem the necessity of a 
concrete case which contains client’s declarative 
knowledge, episodic memory with emotional memory, 
and physical/somatic memory is discussed.   
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1. は じ め に  

動機付け (motivation) はどのようにに定義づ

けられる認知・感情状態であろうか．認知的に

は，ある目的・目標に対し，達成しよう，維持

しよう，接近しようと認知している状態と考え

られるし，生理・行動的には，その目標達成，

維持，接近に対し実際に行動に出る状態にある

と考えられる．では，現代社会に生きる人間に

とっての動機付けの状態を明らかにするために

はどのような研究方略が取られるであろうか．

一つは，実際に動機付けられている人間の状態

を観察し，その内部構造を含めてモデリングし

ていく方略である．そしてもう一つは，動機付

けを高める方法論を観察することによってさら

にそのメカニズムに対する知見を得る方法であ

る．心理学や脳科学などから得られた知見を元

に実施される臨床的な手法を再度，認知科学的

に再解釈し，モデリングするというものである．

これは，複合領域，境界領域である認知科学的

研究であるからこそ取りうる手法であり，かつ，

認知科学の中でも人の臨床トレーニング手法を

フィールドスタディー的に観察し，再構築化す

る方法と考えられる． 

 

2. 背 景  
野田は，職業場面の人の動機付けや価値観で

あるワークモチベーションや職業価値観をモデ

リングすることを目標に研究を進めてきた．初

期の研究では， Shankら(1977)]の記号計算的知

識・学習理論の中に現れる目標の分類分け（達

成，維持，楽しみ，危機，間接）が

Maslow(1954)の欲求のヒエラルキーのように便

利に使えると考え，それを用いて人間の動機付

け，抑うつ過程をモデリングしようと試みた

[1][2][3] ．ここで，動機付け以外に抑うつ過程

を導入したのは，ポジティブな感情状態である

動機付けられた状態よりも，その逆の状態と考

えられる抑うつ状態の方が基礎心理学や臨床心

理学の分野でその認知感情過程のモデルが遥か

に多く研究されていたため，その過程を仮説と

して導入することにより，意欲の正負の感情状

態である動機付け，抑うつをあわせてモデリン

グしようとしたためである． 

動機付け ･ 抑うつという意欲・感情状態をモ

デリングしようとすると認知記号計算的な部分

のモデル化だけでなく，生理・身体的な部分の

モデル化も必要となってくる．そして，生理・
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身体のモデル化というのは環境の中での身体の

機能のモデル化も要求される．人間の行動をつ

かさどる脳の古い部位がつかさどるアルゴリズ

ムとしての感情をモデル化しようとすると細分

化された過程のモデル化ではなくて統合された

エージェントのモデリングが必要となってくる．

この方法論として，身体性認知科学の方法論に

則り，単純な脳を持つエージェントが環境内で

いかに抑うつ状態に陥るかをモデリングしたの

が，人工脳方法論による抑うつエージェントの

研究である [4] ． 

そして，その研究のあとに人間を同様の方法

論でモデル化するために社会エージェントシミ

ュレーター SOARS を導入して，職業人の転

職・就職過程の面接場面を抑うつ・不安感情を

モデル化してシミュレーションした研究が野田

ら (2007) である [5] ． 

そこまでの研究で明らかになった研究方略上

の問題点としては，人間の動機付け過程は十分

に複雑な過程であり，計算機上でモデリングす

るためにはその多くを捨象して単純化せねばな

らないという点である．そして，捨象したとし

ても，現在最も精緻に人間の感情過程をモデル

化していると考えられる南カリフォルニア大学

のVirtual Humansプロジェクトにおける感情過

程を搭載したエージェントですら巨大な統合プ

ロジェクトとなっており，その研究は容易では

ないということである [6] ． 

さらに，実は人間の動機付け過程の知見は，

研究のみを行っている基礎科学者が一般の人間

をモデリングするよりもむしろ，心理学の理論

を持って，臨床の現場や教育の現場で人の動機

付けを実践している臨床家の中にその膨大な知

見が眠っており，その理論は統合的な説明理論

としては使われていても，基礎理論としては再

構築化されていないということが筆者が観察を

通じて感じていることである． 

よって本研究の目的は，臨床や教育の現場で

用いられている動機付けの手法を観察，体系化

し認知科学的に再構築することによって，動機

付けのメカニズムの理解をさらに進め，その手

法を構築することにある． 

 

3. 方 法  

本研究では，カウンセラーでコーチである平

本 (2005) がその著書で提案し，企業研修で導入

している動機付けのためのコーチング手法を解

析し，その動機付けの手法を明らかにする [7] ．

大きくはその手法は，動機付けワークの内容と，

そのワークの手法に分かれると考えられる．す

なわち，一般の研修の参加者が理解しやすいよ

うに，心理学の用語を日常用語に噛み砕いたワ

ークのコンセプトや実施する内容がワークの内

容である．そして，そのワークのインストラク

ションを実施する際に講師が用いる心理学的誘

導方法（催眠誘導やインストラクションの文言，

ペアワークや体を動かすワークなどのワークの

方法）がワークの方法である． 

はじめにワークの内容について説明する．ワ

ークが行われる研修自体は数時間から 2 日程度

に渡り行われ，その時間長は今回は厳密には分

析しない．逆に一つのワークを参加者に影響を

与える単位としてとらえ，それが何ステップ行

われるかについて着目する． 

平本は個人が動機付けられるその源泉を自分

軸と定義し，それは 2 つに分解できるとしてい

る．一つはこれまでの人生で培われてきた価値

観であり，もう一つは将来の人生で達成したい

ビジョンである．価値観をコーチングや研修の

現場では「自分らしさ」と呼び，ビジョンを

「ありたい姿」と呼んで専門用語ではなく，日

常用語として理解を得ようとしている．さらに

価値観やビジョンについて， 4 つのレベルに分

けて分類化している．すなわち，ライフレベル，

キャリアレベル，現職レベル，案件レベルであ

る．（図１）ライフレベルは，仕事を始める前

の人生，仕事時代の中でのプライベートな人生

の時間，そして，リタイア後の人生のことをさ

す．キャリアレベルは典型的には仕事を始めて

から，最後の職を退職するまでを指す．その中
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で現職レベルは，現在の会社，あるいは

業界で働き始めてから，離脱するまでを

そして，案件レベルは参加者，クライアントが

現在，仕事で関わっている案件のことを

これは特定の業務レベルである．

 

図 1.4 つのレベルの自分軸  

（平本（ 2005 ）を改変） 

 

この中で現職レベルで自身の過去

その価値観を見出し，さらにそこから

して将来のありたい姿を見出す「

というワークがある [7] ．その中

ペアになり， 1 から 6 の順番に過去

将来の理想のイメージまでの想像

手に話す．（表 1 ）それぞれのステップで

内容が複数用意されていてその中

にのぼりやすい，あるいは想像しやすい

選んで話す設問もある． 

それぞれのペアトークは 1 名 1

の表 1 のステップをワークとして

に，自分軸を紙に書き出し，それを

えで， 3 週間ぐらいの将来までの

に向かって自分軸に従い，行動できるアクショ

ンを宣言してワークは終了する．

本ワークを終了した時点で，参加者

に比べて仕事に動機付けられて，

いくように設計されている． 

あるいは現在の

するまでを指す．

クライアントが

のことを指す．

． 

 

過去を振り返り，

さらにそこから現在，そ

「現職史質問集」

中で，参加者は

過去の記憶から

想像し，ペアの相

それぞれのステップで話す

中のうち，記憶

しやすい将来を

1 分で行う．こ

をワークとして実施したあと

それを踏まえたう

までの間に 6 の未来

できるアクショ

． 

参加者は参加前

，職場に戻って

他に動機付けに影響しそうな

素としては，研修内のプログラムで

明， 4 つのレベルの説明，

クを行う前に行われるアイスブレイクのワーク

が挙げられる．そのワークでは

好きなことを想像して，その

紹介に添えてペアで次から

自己紹介する自己紹介のワークが

他に手法としては，理論

けられた他社事例を紹介し

い，また，音楽も有効に使

現職史質問集のワークの中

っくりした曲がかかり，宣言

は，アップテンポの元気が

して，歌詞も仕事で動機付

となっている．  

 

4. 認 知 科 学 的 解 釈

前節で説明したワークの

参加者がどのような心的過程

機付けられるのか認知科学的

修内の時系列を追って，参加者

付けが起こると想定される

ていそうかその仮説を認知科学的

はじめの自己紹介ワークの

は個人の好きなものを想像

話し合うので，過去の記憶

を思い出すという作業を行

ラベルのついた記憶を想起

う．これは知識表現としては

ると考えられる．但し，好

る動作を体などを使い表現

てくださいというインストラクションがあるた

め，記号表現的知識だけで

のラベルのついたエピソード

メージ記憶，身体記憶，五感

れる総合的なエピソード記憶

ても総合的な記憶となり，

と（例えば，スポーツなど

は，心拍数も上がり，脳の

しそうな内容としての要

のプログラムで自分軸の説

，現職史質問集のワー

われるアイスブレイクのワーク

そのワークでは，例えば自身の

その好きなことを自己

から次へと参加者同士で

のワークが挙げられる． 

理論の説明の際に動機付

し，想像を深めてもら

使われている．音楽は，

中ではクラシックのゆ

宣言するワークの中で

が出る曲がかかる．そ

動機付けが湧くような内容

認 知 科 学 的 解 釈  

したワークの内容を実施する中で，

心的過程を経て，いかに動

認知科学的に解釈を行う．研

参加者の気づきや動機

される場面ごとに何が起き

認知科学的に説明する． 

ワークの時点では，参加者

想像して，それをペアで

記憶の中から好きなもの

行う．その中で感情の

想起するという作業を行

としては，図 2 のようにな

好きなことをやってい

表現しながら自己紹介し

てくださいというインストラクションがあるた

だけで表現できる好き嫌い

のラベルのついたエピソード記憶ではなく，イ

五感などの記憶も含ま

記憶となる．記憶とし

，体を動かす好きなこ

スポーツなど）を紹介した参加者

の覚醒度合いも上がる
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ことが考えられる． 

 

図図図図 2222 ．．．．好悪知識好悪知識好悪知識好悪知識のネットワークのネットワークのネットワークのネットワーク表現表現表現表現

（（（（好好好好きなことのきなことのきなことのきなことの場合場合場合場合））））    

 

続いて事例を多く含む，自分軸

ルの説明のパートが実施される．

の事例の話が参加者にストーリーテリングとし

ての効果を与えていると考えられる

身の好きなことに従い，動機付けられて

進め，満足の行く結果が得られた

景などを描写しながら演劇のように

される．講師が一人何役も演じ，

喚起される場面をいくつか紹介する

参加者は場面を想像し，かつ，自身

な体験の記憶を想起したり，しやすくなるよう

な状態になると考えられる．これは

情のラベルのついたエピソード記憶

トーリーとして目の前の講師から

ミラーシステムが反応し，自身の

係するエピソードが喚起しやすい

ていると考えられる． 

また，説明理論として用いられている

の中の一つの構成要素となる自分

観）やありたい姿（ビジョン）というものは

理学的な説明を一般の参加者に理解

るように市民心理学的な説明の単純化

いる． 

その後，説明を聞いた後に現職質問集

クに移る際，音楽がかかり， Pachelbel

Canon が流れる．ここでは，テンポの

流すことで，覚醒度を下げ，外界

知覚を減らし，記憶内の知識に意識

を狙っていると考えられる．そして

 

表現表現表現表現    

自分軸や 4 つのレベ

．ここでは，そ

にストーリーテリングとし

えられる．多くの自

けられて仕事を

られた話を場面の情

のように事例は紹介

，正負の感情が

する．その中で

自身の似たよう

しやすくなるよう

これは，上記の感

記憶を他者のス

から聞き，脳内で

の近い感情が関

しやすい状態に置かれ

いられている自分軸

自分らしさ（価値

というものは心

理解してもらえ

単純化を行って

現職質問集のワー

Pachelbel の

テンポの低い曲を

外界の環境からの

意識が向くこと

そして，現職史質

問集の質問の説明を講師がする

っくりとした口調でその説明

わゆる催眠誘導の手法をとっていると

そこで外界の知覚を減らし

程にさらに集中するように

られる． 

さて，そこで時系列を経

しては，過去の最近思い出

記憶を思い出し，その中で

感情が動いた記憶を思い出

より個人として価値の高い

い出した後に，最近の記憶

常的な認知の過程の中で認識

とのずれを認知し，気付く

考えられる．参加者は過去

憶に向けて複数のエピソードを

でペアワークを行っている

問を受ける．相手の参加者

は」や「他には」といった

普段，想起しない過去の記憶

て話をするので，そこでさらに

る質問や関連するほかのトピックを

と，容易に大きなきづきが

できる．ここで，きづきとは

程の推移や遷移では辿り着

状況認知を行い，それが予想

からの差が大きいと起こる

義する． 

認知療法で言われるいわゆる

思考結果が発生するとそれは

せる．そして，その強度は

考からの距離意外にも自身

なことという自分の人生に

想起させることによりより

いて，新たな思考結果が起

合いにも影響される．つまり

(mindfulness)は好悪の強度

らの距離という 2 つの変数

ことが出来る． 

通常，一人で思考しているときに

がする際に，心持ちゆ

説明を行う．これはい

をとっていると考えられ，

らし，内的記憶の探索過

するように誘導していると考え

経て質問を行う手法と

出していなかった古い

で特に好き，嫌いなど

出させることにより，

い意味のある記憶を思

記憶を思い出し，その日

認識していた現状認識

く効果を狙っていると

過去の記憶から最近の記

のエピソードを語るが，その中

っている相手の参加者から質

参加者は主に，「具体的に

といった質問を投げかける．

記憶の中から想起をし

そこでさらに内容の深堀をす

するほかのトピックを質問される

きなきづきが得られることが想像

きづきとは通常の認知思考過

着かない問題の回答や

予想している認知結果

こる驚きとその認知と定

われるいわゆる自動思考以外の

するとそれは驚き感情を発生さ

は，思考結果の自動思

自身の好きなことや嫌い

に重要であったことを

させることによりより価値のある事象につ

起こるという好悪の度

つまり，気づき

強度と通常の思考結果か

変数による関数と考える

しているときに考え付かな
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い気付きを得て，現職史質問集の 5 の d を選び，

仕事上の価値観を明確に思考および発話出来た

状態で， 6 の将来のビジョンを想像すると，自

動的に自身の望ましさの強い将来イメージを連

想すると考えられる．その強く望ましいイメー

ジを持った上で，最後のワークとして研修で気

付いた自分軸を改めて明らかにし，それに向け

てのアクションを考えるとなると，ポジティブ

な将来イメージに向かう行動であるので強く動

機付けられた行動を思いつくと考えられる．こ

のようなプロセスを踏んで，意図的に動機付け

の高い状態を作り出していると考えられる． 

 

5. モ デ リ ン グ  

さて，このような一連の過程の認知感情過程

をモデル化することを本節では考える．前節の

認知科学的解釈で明らかなように，認知のみな

らず感情，そして，覚醒度などの身体過程が含

まれるため，身体と感情を持ったエージェント

を導入する必要がある．ここで野田ら（ 2007 ）

の開発した認知感情エージェント機構を導入す

る．（図 3 ） 

そして，このエージェントを使い，環境下で

研修内の参加者の心的過程をモデル化するため

には，そのある参加者が持っているかこの記憶，

経験，知識と研修のシナリオを用意する必要が

ある．ここで，本稿では，特定の参加者からヒ

アリングしたプロトコルデータがないため，参

加者の記憶については，モデル化することが不

可能である． 

しかし，研修のシナリオについては，前節で

解釈したような流れを構築することは可能であ

る．表にその流れと起こりうる認知感情身体過

程を記載した． 

このような複雑な相互作用とエージェント内

の変化をモデル化するためには，まずは，仮の

エージェントの知識表現を設定し，そのストー

リーの中で認知感情身体過程がどのように変化

するかモデル化する必要がある．  

 

6. シ ミ ュ レ ー シ ョ ン  

モデル化するに当たり，エージェントの記憶

は，記号計算的な知識表現に頼り，シミュレー

ションを想定してモデル化する必要がある．こ

こで，実際のシミュレーションを上記の研修を

受講する参加者の持ち得そうな最低限の知識を

実装して実施しようとしたとしても，膨大な知

識量が必要とされる．そして，本論文では，特

定の事例を構築せず，まずは動機付け研修時の

参加者の動機付けされる過程のメカニズムだけ，

モデリングしようと試みたが，記憶，知識がな

いと認知部分の過程の変化をモデリングしにく

いことが明らかとなった．理論的にはエージェ

ント機構の各モジュール間の挙動のみを先にモ

デリングすることも可能であるが，参加者エー

ジェントの知識がないままモデリングすること

は非常に難しいと考えられる． 

 

7. 研 修 方 法 の 開 発  

本論文では，心理学等の知見を元に既に構築

されている動機付け研修の内容を解析し，再理

論化することを試みた．そして，研修がどのよ

うなステップで何を意図しながら進められるか

ということについて，外部からの観察を通じて

仮説モデルを構築した．しかしながら，認知科

学的に詳細に解析して理論化するためには，事

例として，ある参加者エージェントの知識を持

たせ，そのエージェントの認知感情身体過程を

明らかにする必要があることが分かり，そのシ

ミュレーション結果をもって，再理論化が進む

ということが明らかとなった．そのため，その

シミュレーションを構築することが残された課

題となる． 

 

8. 考 察  

本研究では，心理学に発想を得た既存の動機

付け研修を観察し，その過程を認知科学的に分

析することにより，人間の動機付け過程を明ら

かにし，さらにはその知見をもとに動機付け効

果の高いシミュレーション方法を開発すること
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を試みている． 

そこで，数時間で行う一連の研修を元にその

中での認知感情身体過程の変化を仮説として

提示した．ここで明らかになったこととして，

研修としては数時間から二日を通じて，参加

者の動機付けに影響を与えるように設計して

いるが，それ全体を認知感情身体過程として

分析しようとするとある程度のステップ数が

必要となってくると考えられることである．

但し，これは，実時間長のプロセスとして捉

えるのではなく，社会的存在としての人間が

社会の中でどのような影響を受けて行動を行

うかをシミュレートする SOARS （ Deguchi ，

2005 ）のような社会エージェントシミュレ

ーターを用いればシミュレートできるという

ことが考えられる．しかし， SOARS のよう

な社会エージェントシミュレーター上では大

きな量の知識を持たせ，それを記号計算処理

するような機能を持たないため，ある程度知

識を集約させた形の参加者エージェントを設

計し，その認知感情身体過程を認知感情エー

ジェント機構上でシミュレートすることが課

題として残される [8] ．そのためには，まず，

参加者エージェントの知識を含むしなりを構

築することが考えられる．そして，現在の認

知感情エージェント機構では，研修時に起こ

ると仮定される身体，脳内過程を十分に表現

できるか不明な点もあるため，（宣言記憶か

らエピソード記憶への連想の遷移や，覚醒度

の変化，及び外的注意から内的注意への変化，

さらには記憶想起時の身体感覚の変化，その

原因と考えられる運動野などの活性で起きる

身体記憶の変化など）モデル構築とシミュレ

ーション実施時に機構の改編も含め，試行錯

誤することが必要と考えられる． 
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表表表表 1111．．．．現職史質問集現職史質問集現職史質問集現職史質問集（（（（平本平本平本平本（（（（2005200520052005））））））））    

 
 

 

 
図図図図 3333．．．．    認知感情認知感情認知感情認知感情エージェントエージェントエージェントエージェント機構機構機構機構    

  
  

領域

選択

質問

質問内容

1 （入社の）きっかけ

2 入社当初

a 業務や人間関係でよかったこと、期待通り(以上)だったことは？

ｂ 業務や人間関係でイヤだったこと、期待と違っていたことは？

3 入社から現在までの『業務』

a どんな案件が好きだった？　どんなところが？

b どんな案件が好きじゃなかった？　どんなところが？

c どんな案件がうまくいった？　どんなふうに？

d どんな案件がうまくいかなかった？　どうして？

4 入社から現在までの『人間関係』

a どんな人が好きだった？　どんなところが？

b どんな人が好きじゃなかった？　どんなところが？

c うまくいった『人間関係』は？　どうして？

d うまくいかなかった『人間関係』は？　どうして？

5 現在

a 会社や自分の部署での、『業務』の現状は？　うまくいってるところは？　いってないところは？

b 会社や自分の部署での、『人間関係』の現状は？　うまくいってるところは？　いってないところは？

c 自分が仕事で大切にしているものは？　どうしてそれが大切？

d 今の仕事でないがしろにされている自分の価値観は？　どんな時それを感じる？

6 未来

a どんな自分になりたい？　どんな会社になってほしい？

b 今の『業務』や『人間関係』が、何の制約もなかったら、本当はどうなればいい？

c ３年後 or ５年後or 10年後、今の仕事がどうなればいい？

d ３ヶ月後　or 半年後　or １年後、今の仕事がどうなればいい？

行動調節

認知

感情 学習

報酬 抑制/罰 覚醒

環境

動機付け

/欲求

行動

感情表出

身体

長期記憶

知覚

即応

熟慮

メタ管理知覚 行動中央処理
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表表表表 2222．．．．研修過程研修過程研修過程研修過程におけるにおけるにおけるにおける講師講師講師講師，，，，ワークワークワークワーク相手相手相手相手のののの行動行動行動行動とととと参加者参加者参加者参加者のののの認知感情身体状態認知感情身体状態認知感情身体状態認知感情身体状態のののの変化仮説変化仮説変化仮説変化仮説    

 

研修の流れ 講師インストラクション ペア相手行為 参加者認知 参加者感情 参加者身体

自己紹介 好きなことを含めて、体を動かし自 好きなことヒアリング 好きなことの宣言型知識 好きなことの行為記憶 身体記憶活性

覚醒度上昇

いいですねという声かけ ポジティブな体験（聞いてもらった）との 聞いてもらったことによる受容感

自身の好きなことの価値向上 承認されたことによる受容感

自分軸の紹介 価値観型、ビジョン型の説明 価値観型、ビジョン型という知識の理解

自分軸の4つの

レベルの紹介

自分軸の4つのレベルの紹介 自分軸の4つのレベルという知識の理解

事例紹介

自分軸を再発見してモチベーション

が湧いた人の演劇的な事例紹介

事例ストーリーの理解

事例登場人物の感情状態（動機付

けられた）の体験

感情状態に連

動した身体活

性の変化

（自分の経験との連想） （自身の経験の感情状態の体験）

（感情状態に連

動した身体活

性の変化）

現職史質問集

1-6のステップ毎に質問文読み上

げ

傾聴

過去の好悪感情が関するエピソード記

憶

好悪感情の感情体験

感情体験によ

る生理状態変

化

トーンを落とした読み上げ方 催眠誘導による記憶探索への集中

傾聴による記憶探索への集中

音楽（クラシック, Canon) 催眠誘導効果による記憶探索への集中

自分軸の確認

と行動の宣言

自分軸と行動をワークシートに書き

出す説明

自分軸の確認とそれに向けての行動の

探索

強い快感情と接近意欲の動機付け

状態

音楽（アップテンポ、 動機付け効果 覚醒度上昇

グループワークによる宣言 傾聴 傾聴による受容の認知 動機付け効果

他者に対する宣言による行動不実行へ

の制約の意識

動機付け効果
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